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1．は じめ に

　看護 基 礎 教 育課 程 に は 看 護 す る こ との 「で き る」 力

を修得 させ る 目的 が あ る。こ の 力は文部科学省 の 「看

護学教育 の あ り方 に 関 す る 検討会報告書 ：大 学 に お け

る看護実践能力 の 育成 の 充実 に 向けて 」 （2002） の な

か で 看護 実践 能力 と して 説明さ れ て い る，、そ の な か で

技 術 教 育 は 看 護 学 の 教育 内容 の コ ア と し て 位 置 づ け ら

れ て い る 。 看護実践能力 は多様 な能力に よ っ て 構成 さ

れ る もの で あ り，技術単独 の 能力で な い こ と は 言 う ま

で もな い
。 しか し少 な く と も卒業直後で あ っ て も，あ

る程度 の 看護ケ ア を 実施で き る 能力 は 身 に っ け て お か

な けれ ば な らな い
。

と こ ろが 国家試験で は 技術習得の

レ ベ ル を 問うこ と は な い た め，最低限身 に っ けて お く

べ き技術教育 と は何で あ るの か に っ い て 必 ず し も共通

理解 は 得られて お らず，模索 は 続 い て い る 。 2003 年 に

厚生 労働省の 「看 護 基 礎 教 育 に お け る技 術 教 育 の あ り

方 に関す る検討会」 と，看護系大学協議会 に よ る 「看

護実践能力 検討委 員会 」か ら報告 書 が 出 され た。こ の

なか で は看護技術 の 教育内容や 到達目標，臨地実習 で

看護 学生 が 行 う基 本 的 な看 護 技術 の 水準 な どが 示 さ れ

た。こ れ らは看護基礎教育課程 の 技術教育 に と って 大

き な 助 け と な り，具 体 的 な取 り組 み と して 卒業時の 到

達 目標を 意識 して の 技術 テ ス トの 組 み 込み （藤内2005）

や，看護技術 の 意 識的
・
継続的 な習得方法 の 工 夫 （小

泉2005 ） な ど が 報告 さ れ て い る。

　 本 学 に お い て は上 記 報 告 書 を も と に ，身 に つ け さ せ

た い 技術内容 の 選択 や 到達 目標 の 設定な どは 基 本的に

各領域 の 判断で 行 っ て い る。た だ し 技術内容 の 抜 け 落

ち を 防ぐため に 必要 に 応 じて 情報交換を行 なって い る 。

技術教育に お い て は，学内で の 知識 ・技術の 学習が 最

終的 に 実習で の 主体的体験 とな って 結実す る よ う，と

りわ け実 習 指 導 に お い て 意図的 に 関わ っ て い る。こ う

し た 関わ り は 暗黙裡 に な さ れ て い る こ と も手 伝 っ て ，

残念な が ら本学 と して の 卒業時到達目標を 示す まで に

は 至 って い ない
。 そ こ で 技 術教育 と い う観点 に 着 目 し，

看護実践能力を育成す る た め の 学生へ の 支援方法を 模

索す る 試 み と して ，臨 地 実 習 で の 看護 技術経験の 実態

調査 を行 っ た。そ の 結果，技術教育 に 関す る い くっ か

の 示唆 が 得 られ たの で 報告 す る。

且．研究 目的 ・方 法

1．目的

　学 生 が 臨 地実習 で 経験 し た 看護技術 の 技術項 H と，

経験 の レ ベ ル の 状況 を 明 らか に す る
。

2．研究 対象者

本学 2 年生，4 年生

3 ，研 究期 間

平成 17年 6 月〜平 成 18年 3 月
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4．データ収 集方 法

　 1 ）チ ェ ッ ク リス トの 作成手順

　看護 技術教育 に 関 わ る 2 っ の 報告書，す な わ ち  

「看護 学 教育 の あ り方 に 関 す る検討会報告書 ： 大学 に

お け る 看護実践能力の 育成 の 充実 に 向 けて 」 文 部 科 学

省 （平 成 14年），  
．「看護基 礎教育 に お ける 技術教育

の あ り方 に 関す る 検討会報告 書 ：臨 床 実 習 で 実 施 させ

て よ い 技 術 項目とそ の 水準」厚生 労働省 （平成15年）

を も とに ，本学で 行わ れ る 臨地実習で 経験可能 と推測

され る内容を 含め た 独自の 「看護技術経験 チ ＝ ッ ク リ

ス ト （144項目）一を 作成 した 。 こ の う ち 2 年生 が 実習

して い な い 領域に か か わ る 19項日 （妊産褥婦 ・小児 に

対 す る専門的 な技術，地 域看護に お け る 技術）を 削除

し，さ ら に 内容 が 重複す る 項 目を 統 合 した た め ，最終

的 に く 生 活援助系 ＞48項目，＜治療処置系 ＞ 72項目の

計 120項 目 を 調 査項 日 と し た。本 文 中，「看 護技 術 経 験

チ ェッ ク リス ト」 の 系統を 〈 〉 で 表記 し （例 く生活援

助系〉 ），大項 日 を 《》　（例 《栄 養 と 食 事 》 ），小 項 目

を 〔〕（例 〔食事指導〕） と表記 した 。

　 2 ） デ ータ収集

基礎看護学実習終 r直後 の 2 年生 と，総合実習終了

直後 の 4 年生 に 対 し て 行 っ た。学生 に は 自己 の 看 護 技

術 経験 を思 い 出 して も らい ，そ の 経 験 が 4 っ の レ ベ ル ，

す な わ ち 「指導者 の 見守 りの もとで 実施 し た 」 「（指

導 の 上で ） 単 独 で 実 施 した」 「見 学 した 」「未経験」 の

い ず れ で あったか 記載 して も らった 。

5．本学の 看護学実習 ス ケ ジ ュ
ー

ル

表 1　本学の 看護学実習ス ケ ジ ュ
ール

実　　習　　科　　目

基 礎 看 護 学 実 習

小舜看護学（保育所実習）

領

域

別

実

習

「

歳人 看 護 学寒習

実習期間．開講年次　　開講月

2週 間　 　 　 　 　 2 年生 　 　 　 9 月

1週 閥　　　　　 2 年 生　　　11月
6 週 間

老 年看 護 学実習 ．2 週 問

母 性 看 護 学 実 習
’
（母

’
r一で ）

小 児 看 護 学 実 習　 3 週 間

精 宇申看 護 堂三寒習

地 域 看 護 学 実 習

総　　合 　　実　　習

看 護 管 理 学 実 習

2 週 間

3 週 間

3 週 間

1週 間

3 月

6 ．倫 理 的 配 慮

調 査 目的お よ び調査協力 に よ っ て 学業 に 不 利益 を被

ら な い こ と を 口 頭 で 説 明 し，無 記 名 に よ る ア ン ケ
ー

ト

へ の 同答を もって 調査 へ の 同意 とみ な し た。回 収時 の

匿名性を 確保す る た め 大学 事 務 室 に 専 用 の 回 収箱 を設

置 し，提出期限後に 同収 した 。

7．用 語 の定 義

　結果の 整理 に あた り，看護技術経験 の レ ベ ル を経験

と非 経 験 に 二 分 した 。 こ こ で の 経験 と は，学生 が 自ら

実際 に 看護技術を行 っ た場合，す な わ ち 「指 導者 の 見

守 りの も とで 実施 し た 」 「 （指導 の 上 で ）単独で 実施

した 」 場合 の み と し，「見 学」 は経験 に 含 め なか っ た 。

」．Dewey の 経験 の 理 論 （「行わ れ た 経験 は 本人を 修正 し，

その 後 の 経験 の 質に 影響 を及 ぼ す」） に 依拠 しなが ら，

主 体的 ・体験的な 認 識 と な りうる場合 を経 験 とみ な し，

「見学」 は客観的 な認識 に と ど ま る もの と判断 して 区

別 した。

皿，結　果

1 ．調 査票 の 回 収率

　看 護 技術 経験 チ ェ ッ ク リ ス トの 回 収 は，2 年生が 41

／84名で 48．8％，4年 生 が 59／79名で 74，7％ で あ っ た 。

2．経験率の 高い 項 目 と低い 項目

　技術経験 の 結果 は 表 2 〈 生活援助系 〉，表 3＜ 治 療

処置系 〉 の と お りで あ る 。 経 験 率 は100％ か ら0％ の 項

団ま で あ っ た 。 は じめ に 大多数の 学生が 経験 した 技術

と経験 し な か っ た 技術 の 項 目 に っ い て ， 2 年生 と4年

生 の そ れ ぞ れ の 状況 を紹介す る 。 学生 に は 調査項目を

ど の よ う に 解釈 し て 回答 し た か は質 問 して い な い の で

回 答 は あ くま で も学生 の 主 観 で あ る。 そ の 条件 を踏ま

え っ っ 技術経験 の ミニ マ ム の 概 要 を示 した い 。そ こ で

恣 意 的に 経験率90％ ラ イ ン を 「大多数 の 学生」 と み な

し，結果 を整理 し た。

　 1） 2 年生

　経 験 率 90％以 上 を 示 した もの は，〈 生活援助系 〉 で

は0項 目，〈治療処置系 〉 で は 4 項 目 （〔手洗 い 〕 〔血

圧 測 定 〕 〔脈 拍 ，心 拍数 の 測定〕〔体温測定〕） で あ っ

た。

　逆 に経験率10％未満を示 した 項「1は，〈 生活 援 助 系 〉

で は4項 目，〔食 事指 導〕 〔人 工 肛門 の 看護〕 〔人工 膀胱

の 看護 〕 〔ス トマ ケ ア の 教育 ・指 導 〕 で あ っ た。＜ 治

療処置系 〉 で は 34項 目 ， 〔ガ
ーゼ 交換〕 〔創部消毒〕

〔褥 瘡 部位 の 処 置〕 〔針刺 し事故防止手順の 遵守〕 〔酸

素吸入療法〕 〔気管内吸 引〕 〔肺理 学療法〕 〔ド レ
ー

ン
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表 2　 〈 生 活援助 系 〉 の 看護 技術の 経 験率

大　項　 口

．．一．．．

　　　中　項　 目 小　 　 　項 　 　 　目

「
…

径
旧
験
．

　4 年生 12 年生

．
率

一．
1

栄 養 と 食 事 …経 ［「摂取 の

　　　 　　　 　　　　 　　　 　 援助

　　　　　　　　　　　　　　．．
  摂取状況 に 応 じ た 経 口 摂取 の 介助 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　90．　 　 20

  摂取量 の 観察 とカ ロ リ
ー計算一．．一．． ．．．．．．．．．． 90　　　　30i

  食事指導 80 … 10未 満
1

　 　　 　 　　 ：経管栄養i   経管栄養 の 実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．．．一．．．．．　　　　　　　　　　　　　　　　．．一．．．一．一一．一一．一．．3

1  カ ・ リ
ー計算

4535 2510

一
稗　　 　 泄

　　　　　　　　　．
排泄 の 援助　 　 　 　   排便調 整 の 援 助 80 20

  床 上 排 泄 （便 尿 器 ） の 援 助 60 20

…  ポ
ー

タ ブル トイ レ伴 イ レ の 介助 50 10

…  お む つ 交 換

1
．＿− 9三．

  浣 腸 20

　 　 　 50．．．．．．．．一一．
　 　 　 10

旨  導尿 10 10

  摘 便 40 2G　　．一．一．一一
留 置 カ テ

ー
テ ル

．．
  留置 カ テ

ー
テ ル 挿入 巾の 看 護 60 20

  人工 肛「
1「1の 看護人 工 肛門 ・

　 　　　　人 工 膀胱   人 工 膀胱 の 看 護

1  未満

10未満

　 　 　 0．一「．一．．一．．一一一
　 　 　 〇

  ス ト マ ケ ア の 教育 ・指導　　　　　　　　　 ．一． 10未満 o

清 潔の 援助   入浴介助 4  　！
  シ ャ ワ ー浴 介助　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 80E　　　 30
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

广
贓

  ベ
ッ ドバ ス 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 70−一 ．．．．．． 一一一．一．．．．．．一．．．一．．．．． 泊．．

  手浴 40　　 　　 25

清 潔 と 衣 生 活

i

  足浴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　98　　　　　40

  口 腔ケ ァ （歯 磨 き、含漱） ・義歯の 手入 れ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 90　 　 　 50　−．一．
  洗髪　　　　　　　　　　一 190 　　　　 50

…

　　一一．．．．．．．一．．一．．
  耳、爪、眼の 保清 70

．
　 　 　 40−．一．一一一一

  陰部 ・肛 門部洗浄 う  60

整 容の 援助．．．．广 頃）整容 （ひ げそ り、結髪 な ど） 　 　 　 20一
．一．． 衣生活 の 援助　　　　  衣服 の 着 脱

．一一． 69100
80

環 境 の 調 整 療 養 生 活　　 　 　   温度、湿 度、換気、採光、臭気、騒音調整 ，0 50

環 境 調 整　 　 　 　   病室の 整 備 （危険因子除去 ・外傷予防な ど） 90 60
べ ．ソドメ ーキ ン グ　　  ベ

ッ ド メ ーキ ン グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．． 95 80一 ．．げ．一广1r．．“ヒ．、一一．．．
リネ ン 交換   リネ ン 交 換 95 80

安 　　 　　 　楽 身体的・心理 的　　 　  患者に 応 じた 適切な 体位の 工夫 95 70

苦痛 の 緩和
レ醜 圧、あ ん ま 、。 。サ ．。　　　　　　　　．．．．．．一一．．．一．一．．．．一．一．．一．．．．．．．． 70 50　　．．一．．．
  温冷罨法 90 30

  気晴 らし法 ・「
丿ラ ク ゼ

ー
ン ヨ ン 50 40

  積極的傾 馳
u 鱗羅 繍

　 麟 　 　
广 80

睡 眠 ・休 息 睡眠の 援 助   患者の 睡眠パ タ
ー

ン の 把握
　　广「匸鼎囁　瓢嬲’
1 8 

  睡眠に 適 した 環境調整　　　　　　　　　　　　　　　　 …
L　 剄 ．． 3・

．

己　　　　　　　　 70休息の 援助   患者の 疲労の 程度の 観察 と休息 の 必 要性の 判断 1．．．一一．一一．一＿
．   休息 に 適 し た 環 境調整　　　　　　　　　　　　　　　　　瀞羅 瓣

1　　 40 ．

  患者の 活動・運動能力の ア セ ス メ ン ト φσ：　 70活 動　
・運 動 1活動 ・運動の

　　　　 　　　 　　　　 　　　 援助

　　　　　　　　　　　　　　　　　一．．．一．．
  体位変換 95　　 　　 50

  関 節可 動域訓練 ・廃用 性症候群 の 予防 701　 　 　 20
…
  歩行の 介助 〔杖歩行 ・歩行 器・松葉杖歩行 の 介助）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．一．一一

旨

30

  車椅 了移乗 ・移動の 介助

　 　 　 80一．「．i广．」．．
　 　 　 90 70

  ス ト レ ッ チ ャ
ー移乗・移勤 の 介助　　　　　　　　． 40 30

  良肢位 へ の 配慮 60 50

  活動・運動 に 関 する 患者指導 70 40

＊ 妊 産褥婦 ・小 児 に対す る専門的な技術 ・地域看護に おけ る技術 は除外 した。
　 経 験率が90％を超え て い る もの に っ い て 網掛 け処 理に よ り強調 した 。
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表3　 〈 治療処 置系 〉 の 看護 技術の 経験率

　 　 　 　
一
「

　項 目　…

　　　　昌
管 理 技 術

　　中　項

包帯交換

．

ヨ
ー■

「
一 一 一

・ 項 目
経 　験 　率

一一一一一一 一
　 　　　

1

  ガ ーゼ 交換

4 年生　 　2 年生

　　 50　 10未満
11

  創部消毒 50　 1  未満

褥瘡管理 …  褥瘡予 防 ケ ア （除圧、体位、循環 促進 な ど） 60 20
2

  褥瘡 部 位 の 処 置 （洗 浄、皮 膚保護 材 の 使 用 な ど）

予 防技術 感染防止 ．  湿 性物質取 り扱い 時の手袋 の使用

．3旦…lg未満

80　 　 　 　 60

  手 洗 い の 実 施

  ガ ウ ン テ ク ニ ッ ク の 実施 60 10

  無菌操作 の 実施 60 10

  医 療 廃 棄 物処 理 規 定 に 従 った廃 棄物処 理 90 50

  針刺 し事故防 rE手順 の 遵守 80 0

  使用物品 の 適切 な洗浄・消毒・ 80 60

症状 ・生 体　　 　呼吸

機 能 管 理 技 術

  呼吸 ア セ ス メ ン ト （回数、深 さ、リズ ム な ど） IOO 85

  呼吸音聴取 lGO 70
i   パ ル ス オ キ シ メ ー

タ
ー

に よ る酸素化 の 測定 60

  呼吸法の 指導 70 10

  酸素吸 入 療法
．

5010 未満

  ネ ブ ラ イ ザ
ー 旨

50110

  気管内吸 引 呈9L10未 満一．．．．1．．尸广r．
  肺 理 学療法 （体位 ド レ ナ

ージ、咳嗽法、パ ーカ ッ シ ョ ン な ど） 40110 未満

循環   末梢循環障害 の 観察 501…　 lo

  ll［1圧測定　　　　　　　　　 ．…… 一 一L 讐 魚．
兜怫 蝿

欝

  脈拍、心 拍数 の 測 定 … 藍00
．國．．．i．．一．．．．一一一一1
　 函9轡

水分出納バ ラ ン ス 〔D洫 take−out　putの バ ラ ン ス チ ェッ ク
1

。95！ 50

  水分摂取量の 過剰、不足の 判断
：

50

  異常 （過不 足） の 原因、誘因 の ア セ ス メ ン ト 80E30

体温

．一．．
  体温測定 灘 oo

’ 強め

鱈ピ矯　噌
  体温の 変化 に 伴 う生体の 反応 の 観察 90 50

  体温の 調節
華
，90 50

意識 レ ベ ル   意識 レ ベ ル の 測定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．． 60 20

感覚 ・運 動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．．
  視力、聴力障害 の 程度の ア セ ス メ ン ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．一 40 30

  運動障害の 程度 の ア セ ス メ ン ト　　．一．． 广．1 50 4 

皮膚 ・外観   皮膚の 状態の 観察 と ア セ ス メ ン ト 繭一95 70

消化器   消化器症状 ・腸蠕動 の ア セ ス メ ン ト “鮒   9 6殳
精 神 。情緒   精神 ・情緒 状態 の ア セ ス メ ン ト 90 40

旨身体の 計測．   身体各部の 計測 （身長、体重、胸囲、腹囲 な ど） 80 10

ド レ ーン 類の 管理   排液の 観察 と ア セ ス メ ン ト
鴬 鰹
广・ 望o 20

i   ド レ
ー

ン 挿 入部位 の ス キ ン ケ ァ と 固定 4010 未満　．一．
… 1   ド レ

ー
ン 挿 入中の 患者の 安全・安楽 の 確保　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．． 60 10

1   ド レ ー
ン の 閉塞予防 50 0

検 査 ・ 検 体採取   採血　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．．． 50 0

検 体 の 採 取 2   採尿　　　　　　　　　　　　　　　　 ．一．一一． 30
．−
10未満

…

  採便　　　　　　　 ．．了冖7． 10未満 0

  痰採取 10未満 10未満

  培養検体採取 （痰、血液な ど） 110 未満

．．一．一．
　 　 　 0

検査
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．一．　 　　 　 ｛

  血 糖測定 5011 味 満 i
旨   尿 検査 （テ ス テ ープ に よ る ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

120
旨   i

検査 介助   腰椎 穿刺 壁［．． 0
！
…

  胸腔 穿刺 　10
一一．
　 　 　  

i   腹 腔穿刺   0
1

  内視 鏡検査 0 o

  各種 X 線検査 10未満 0
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臨地実 習の 技術経験実態調査か らみ た 技術教育 へ の
一

考察　 　 5

経　験 　率
大　項　 目 中　項　 目 小　　　項　　　目

4年生 　　2 年生

与　薬　技　術 経 口 与薬   経 口 ．与薬 80 ［　　　 20

注射   使用薬剤 の 注射器 へ の 吸 い 上 げ、ミ キ シ ン グ 8011 °
華

  皮 内 注 射 10未満 0

…  皮 ド注射一．．．．．一 10未満 0　　 一．一．．．
  筋肉内注射 10未満 0

点滴静脈 内　 　 　 　   点滴針挿入部 の 管理 50 2q一
輸液管理 　 　　 　 　   点滴 ル

ー
トの 管理 501 味 満

！

I　　 　　 　 　
I

．

…　　 　 　 5

  フ ィ ル タ
ー、輸液 ル ートの 交換 30 OI　　　　　　　　　　 一 一．

  滴下量 の 調整 60 20

1−一一．一
：
蔔蔽 瓢 ヲ磯 用　　　　　　　　　　 一 10未満 10未 満

輸血

　　一一一一．．一．．
  輸血 の 実施　　　　　　　　　　　　　　．一一． 1  未満 0

坐薬 3010 未満

点眼 ・点耳 ・点鼻

  坐薬 の 挿 入

  点眼 40 10

  点耳 0 0

  点鼻　　　　　　　　 一．　　　　　　． 10未満 0一一一一．　　　　　　　．一
外用 （軟膏 ・湿布）

　．．．． 一．
  外用薬 の 使用 70

中心 静脈栄養   輸液量 の 滴
．
ド調 整 20

．　 39

　 　 10

  合併症 （血糖変動 な ど） の 観 察 　 　 30T、1L． 10未満

  カ ロ リ
ー
計算 20 10

  誤薬防止 の た め の 手順 の 遵 守 6010 未満薬物療法 時の

誤薬 防 ll：   服薬 に 関す る患 者指導 4010 未満

＊ 妊 産 磚婦
・
小児 に対す る専 門的 な技術

・地 域看 護に お け る技術 は 除外 した。
　 経験率 が90％を 超え て い る もの に っ いて 網掛 け処理 に よ り強調 した。

挿入 部位 の ス キ ン ケ ア と固定 〕 〔採血 〕 〔採尿〕 〔採便〕

〔痰採取〕 〔培養検体採取〕 〔血糖測定〕 〔尿検査 〕〔検

査 介 助 （5種 類 ）〕 〔使用 薬剤 の 注 射 器 へ の 吸 い あ げ〕

〔皮内注 射〕〔皮下注 射〕 〔筋肉注 射〕〔フ ィ ル タ
ー輸 液

ル ートの 交換〕 〔輸液 ポ ン プ の 使用 〕 〔輸血〕 〔坐薬挿

入〕〔点耳〕〔点鼻〕 〔CV 合併症 の 観察〕 〔誤 薬 防止 の

た め の 手 順 遵 守 〕 〔服 薬 に 関 す る患 者 搆 導 〕 で あ っ た。

　 2 ） 4 年 生

　経験率90％ 以上 を示 した もの は，〈 生 活援助系 〉 で

は20項 目，す な わ ち 〔経 口 摂取 の 介助〕 〔摂取 量 観察・

カ ロ リ
ー
計算〕 〔お む っ 交換〕 〔入浴介助〕 〔ベ

ッ ドバ

ス 〕 〔洗 髪 〕 〔衣 服 の 着脱 〕 〔療養 環 境 の 調 整〕〔病室の

整備〕〔ベ
ッ ドメ

ーキ ン グ〕 〔リ ネ ン 交換〕 〔患蓄 に 適

した 体 位 の 工 夫 〕 〔温 冷 罨 法 〕 〔積 極 的 傾 聴 〕 〔睡 眠 パ

タ
ー

ン の 把握〕 〔疲労程度観察 と 休息必要性 の 判断〕

〔休息 に 適 した環 境調 整〕 〔活動 ・運 動能カ ア セ ス メ ン

ト〕〔体位変換〕〔車椅子移乗 ・移動の 介助〕で あった 。

　 〈 治 療 処 置 系 〉 で は，2 年生 の 項 目 に 加 え た 計 15項

目，す な わ ち 〔医療廃棄物の 適 正 処理 〕〔呼吸 音聴取〕

〔パ ル ス オ キ シ メ
ー

タに よ る酸素化測 定〕〔IN−OUT バ

ラ ン ス の チ ェ ッ ク 〕 〔水分摂取 量 過 剰・不足 の 判断〕

〔体温 変化 に 伴 う生体 の 観察〕 〔体温 の 調 節〕 〔皮膚 の

観察 ア セ ス メ ン ト〕〔消化器症 状・腸蠕動 ア セ ス メ ン ト〕

〔精神・情緒状態 ア セ ス メ ン ト〕 〔排液観察 ア セ ス メ ン

ト〕 で あ っ た。

　経験率10％末満 の 項 目は，〈 生活援助系 〉 で は 3項

目，〔人 工 肛門の 看護 〕 〔人 工 膀 胱 の 看護 〕 〔ス トマ ケ

ア の 教育 ・指導〕 で あ っ た。〈 治療処置系 〉 で は15項

目，〔採便〕〔痰採取〕 〔培養検体採取〕 〔検査介助 （5

種類）〕〔皮内注射〕 〔皮下注射〕 〔筋肉内注射〕 〔輸液

ポ ン プの 使用〕〔輸血 〕 〔点耳〕〔点鼻〕 で あ っ た。

3．系統 別 にみ た 4 年生 の 技術 経 験

　次 に 4 年生の く 生活援助系 〉 と く 治療処置系 〉 の 技

術経験 を 紹介す る 。 〈 生 活援助系 〉 で は ， 経験率100

％ を示 した 項 目 と し て 〔入 浴 介助〕 〔衣服 の 着脱〕 の 2

項目が あ った 。 ま た 〔人工 肛門の 看護〕 〔人 工 膀胱 の

看護〕〔ス トマ ケ ア の 教育 ・指導〕 〔睡眠 に 適 した環境

調整〕 を除 い た項目で は5  ％以 上 の 経験率 を示 した。

〈 治療処置系 〉 で 経験率 100％ を 示 した 項 目は 6 項目

あ り，す な わ ち 〔呼 吸 の ア セ ス メ ン ト （回数，深 さ，

リズ ム な ど ）〕〔パ ル ス オ キ シ メ
ー

タ
ー

に よ る 酸素化 の

測 定 〕 〔血 圧 測 定 〕 〔脈 拍 ・心 拍 数 の 測定 〕 〔体 温 測 定 〕
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〔消化器症状 ・腸蠕動 の ア セ ス メ ン ト〕 で あ っ た。

　逆 に 経験率10％未満 で は，各種 の 検体採取 （〔採便〕

〔痰採取〕 〔培養検体採取〕 〔尿 検査〕） や，検査介助

（〔腰椎穿刺ユ 〔胸腔穿刺〕〔腹腔穿刺〕），与薬関連各種

技術 （〔皮内注射〕〔皮下 注 射〕 〔筋 肉 内注 射 〕 〔輸 液 ポ

ン プの 使用〕〔輸血の 実施〕〔点耳〕〔点鼻〕） な どが あ っ

た 。 経験 率 10％ 以 上 50％ 未満 で あ っ た 項 囲は，〔肺 理

学療法 （体位 ド レ ナ
ー

ジ，咳嗽法，パ ーカ ッ シ ョ ン な

ど）〕〔視力，聴力障害の 程度 の ア セ ス メ ン ト〕〔採尿〕

〔内視鏡検査〕〔点眼 〕〔（CV ）輸液 量 の 滴 下 調 整 〕 〔（C

V ）合併症 の 観察〕 〔（CV ） カ ロ
1
丿
一
計算〕な ど で あ っ

た。そ れ 以 外 の 技術項 目は経験 率 50％ 以 上 を示 した 。

IV．考　察

1．最 低限 経 験 で き る技 術項目

　大多数 の 学生 が経験 した技術項 日 と経験 しな か っ た

項目に 注 目 した こ とで ，本学 の 実習で 学生 が 経験 で き

る最低限の 技術項 目が 見え て きた。

　 1） 2 年生

　ま ず 2 年生 の 大多数 が経験 した技 術項 日は バ イ タ ル

サ イ ン ズ測定 に 関連 し た 4 項 目の 技術 で あ っ た。基礎

実 習 で バ イ タル サ イ ン ズ 測定 の 経験率 が 高い こ と は小

泉 ら （2005） の 結果 と も
一

致 し て い る。バ イ タ ル サ イ

ン ズ 測 定 は患 者 の 状態 を把 握 す る基 本技術 の ひ とっ で

あ り，こ の 技術 の 経験率 が 高 か っ た と い う こ と は 学生

が 積極 的 に実習 を行 っ て い る と考 え られ る。 ま た 実施

しや す い 技術 で あ る こ と も経験率 の 高 さ と 関係 し て い

る だ ろ う。身体的侵襲 が 低 く，ど の よ うな 健康 レ ベ ル

で あ っ て も測定 に は意味が あ り，〔バ イ タ ル サ イ ン ズ

測 定 〕 技 術 は 2 年生 が経験 で きる ミ ニ マ ム の 技術項 目

の ひ とっ と い え る 。

　 2 ） 4 年生

　 総 合 実 習 を終 え た段 階 で 大 多 数 の 4 年 生 が経 験 した

技術項 目は く 生活援助系 〉 〈 治療処置系 〉 を合 わ せ る

と36項 目，2 年生 の 9倍増 とな っ た 。 〈生 活 援助系 〉

は 7 つ の 大項 目に 区分 され て い るが，そ の 大項 日 に含

まれ る そ れ ぞ れ の 項 目で まん べ ん な く経験率 の 伸 び が

見ら れ た。〈 治療処置系 〉 で は 2 年生 の 項 目 （4 項 目）

に加 え た計 15項目に お い て 経験率 の 伸 びが 見 られ た 。

以 上 の 項 目の そ れ ぞ れ は，身体侵襲が 低 い 項 凵で ，学

生 が 行 い や す い 技術で あ る こ と，ど の 患 者 に も為 す べ

き ア セ ス メ ン トの 全体性 に か か わる 観察技術 で あ る 点

が 特徴 と い え る 。
こ の こ とか らく 生 活援助系 〉 ＜ 治療

処置系 〉 の 技術項目の うち，身体侵襲 の 低 い 技術 お よ

び 観 察 ・ア セ ス メ ン ト項目は 4 年生 が 経験 で き る ミ ニ

マ ム の 技術項目と い え る。

2．経 験 の 積 み 上 げ と連 携

　 1 ） 2 年生

　 ミ ニ マ ム と は い え な い が，た とえ ば経験率が 70〜50

％ 程度の 技術項 E は 数多 くあ り，そ れ らは 2 年 生 が 実

習で 経験 しや す い 技術項目の よ うで あ る 。 具体的 に は

く 生活援助系 〉 で は，〔ベ
ッ ド メ

ー
キ ン グ〕 〔リネ ン 交

換〕 〔車椅子移乗〕〔活動 の ア セ ス メ ン ト〕 〔体位の 工

夫〕〔身体 の 清潔ケ ア 〕 な どで あ る 。 しか し く 生 活援

助系 〉 項目で も経験率 の 低 い 項目が あ り，そ れ ら は

〔お む っ 交 換〕〔食事介助〕〔カ ロ リー計算〕 〔排泄 の 観

察〕な ど で あ る が ，低 い だ けで な く項 目 に よ っ て 経 験

率 が異 な っ た 。 こ れ に つ い て は受 け持 ち患 者 の 援助 の

必要性 に 関連す る こ と な の で 経験率の 高低 を判断す る

の は難 しい。比較す る に も過 去の 情報は な く， 実習施

設 の 条件 も影響す る の で 今後の 情報が 必要で あ る。

　経験率の 低 か っ た 枝 術 項目は ， 指導的技術 と診 療補

助技術 で あ る。〔食事指導〕 〔運動指導〕〔呼吸法指導〕

は経験 率 10％ 以下 で あ っ た 。 看護場面で 教育的 に 活動

す る に は，先 を見通 した説明力や，時に は指示的に リ
ー

ドす る 力を 必要 と し，患 者 と と も に 話 し合 う相 談 力 も

必 要 に な る な ど，い わ ゆ る 総合的な コ ミ ュ
ニ ケ

ー
シ ョ

ン 能力 が 必 要 と な る。次 に ，診 療 補 助 的 技 術 や 検 査 技

術 の い くっ か は 経験率 0 ％で あ った 。 項目は 〔無菌操

作〕 〔与薬 （輸液を含 む）〕〔気管内吸 引〕 〔酸素吸 入〕

〔肺理 学療法〕〔ネブ ラ イ ザ
ー
〕 〔創傷管理〕〔各種 ド レ

ー

ン 類〕 〔経管栄養 〕 〔浣腸〕 〔導尿〕 〔ガ ウ ン テ ク ニ
ッ ク 〕，

《与薬》 《検査 ・検体採取》 な ど で あ る。こ れ らの 項

日 に は生体侵 襲 の 高 い 技 術 や未履修項 囲が 多 く含 まれ

て お り，教育 の 進度 か ら み て ア ドバ ン ス レ ベ ル の 内容

だ っ た。基 礎 石 護 学実 習 の 目的 と して ， 援助者 と して

の 自己 を形成 し て い く と こ ろ に 学習 の 関心 を 置 い て い

る こ と も大 きい か も しれ な い
。 ま た初 め て の 実習な の

で 教員 も学生 も経験 を 広 げ る 状 態 ま で い か な い とい う

状況 も考 え られ る 。 経験率 の 低 か った項 目を通 して 言

え る こ とは ，2 年生 に と っ て ア ドバ ン ス レ ベ ル の 技術

項 目 と は，学習進 度 を待 っ 必要が あ る 技術項目か ど う
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か と い う点 と，総 合 力 を 必 要 とす る技 術 項 目で あ るか

と い うこ の 2 点で ある。

　 2） 4年生

　2 年生 の 経験 の 多様 な あ り さ ま は ，4 年生 へ と 引 き

継 が れ，あ る技術 項目は反 復の
， ま た別 の 技術項日は

新 し い 挑戦 と な っ て バ ト ン タ ッ チ さ れ て い る 伏況 が 見

え る 。 2 年生 に は ア ドバ ン ス レ ベ ル で あ った 指導的技

術や 生体機能の 観察 ケ ア 技術 は，経験率が 6  ％以上 へ

と上 昇 した 。 項 目数 と して は 97項目で あ る 。 〔食事指

導〕 〔運動指導〕 〔呼吸 法指導〕 〔日艮薬 の 患者指導〕，

〔肺理 学療法〕 〔創傷管理 〕 〔ド レ
ー

ン ユ類 の 観察 と ケ

ア，〔経管栄養〕〔浣 腸〕〔導尿〕 〔与薬技術〕 な ど，生

体侵襲 の 比較的高 い 技術 に お い て も経 験 した こ と に な

る 。 反復経験 と な った技術項同 も当然 あ る だ ろ う し，

学習進度 を 待 っ て の 満 を持 して の 経 験 と な っ た 技 術 項

目 もあ る だ ろ う 。

3 ，積み残 した技術項目

　4 年間 を通 して 経験率0％ と い う項 目も あ っ た 。 と

りわ け 《検査 。検体 の 採取》 で は未経験項 目 が 多か っ

た 。 な か に は 〔採便〕 〔痰採取〕〔採血 〕 な ど 日常的に

行 わ れ て い る 項 日 も含 ま れ て い た。し か し 〔採血〕 の

ほ とん ど は早 朝 に 採 取 さ れ る た め，学 生 の 実 習 時 間帯

とは 合 わ な い こ とが多 い
。

ス ク リ
ーニ ン グ検査 と して

臨床 で頻繁 に行 わ れ る技術項 目 で あ っ て も，日中に実

習 す る 条件 の な か で は 機会 そ の もの が 少な い
。 〔人 ⊥

肛門の ケ ア 〕 は経験率 10％程度 で あ っ た 。 本学 の 周手

術期実習 で は 例年消化器系病棟 を使用 し て い る が ，人

工 肛 門を造 設 す る とい うケース が め っ た に な か っ た 。

治療技術 の 変化等 も含 め て 実習病院の 診療特性 が 反映

して い る こ と も考 え られ るが，こ の 傾向が本学 の 特徴

な の か ど うか は 比較 で き る情報 が な い た め判断で きな

い 。〔皮 内 注 射 〕 〔皮 下 注射 〕 〔筋 肉 内 注射 〕 な ど は，

教員 や看護師の 指導 ・監視 の もとで 学生 が実施 で きる

技 術 水 準 の 項 目 （厚 生 労 働 省 「看護 基礎 教育 に お け る

技術教育 の あ り方 に 関す る検討会」2003）に あ げ られ

て い る 。 しか し経験 した学生 は 1割に 満た な か った 。

〔皮内注射〕 は薬剤感受性 テ ス トと して 医師が 実施 す

る こ とが 多 く，〔皮下注射｝〔筋肉注射〕 は経験 で き る

実習の 領域 が 限 られ る 。 学生の 場合に 最 も考え られ る

機会 は周手術期 の 前投薬で あ るが，最近 は経 口 薬 に 置

き 換え ら れ る こ と もあ り，機会 自体 が 少 な くな っ て い

臨地 実習の 技術経験実態 調査 か らみ た技術教育への
一
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る 。 機 会 が あった と き に タ イ ミ ン グ よ く経 験 さ せ られ

れ ば問題 は な い が，経験 させ る以上，事前 に技術を確

認 し，準備 して 臨 み，安全 に 行 え る 環境 を整 え な くて

は実行 に 移せ な い 。 そ れ らの 状況 が経験 の 機会 を低 く

し て い る と 考 え ら れ る。

4 ．技 術 教 育へ の 示 唆

　2 年生 と 4 年生 の 技術経験 の 結果か ら，学習進度 を

待 っ 必要 が ある技術項目と総合力を必要 とす る技術項

E とい う二 っ の 基準 で 振 り分け られ，積 み 重 な る経験

の 状況 を み る こ とが で きた 。 技術教育に お い て は現場

に 流 れ る 時問 と環 境 を 最大限に 生 か す こ と が 重要 で あ

る 。 そ れ を保証する た め に は学内で の 周到な学習準備

が 必 要 に な る だ ろ う し，意 図 的 な 実 習指 導 も欠 か せ な

い 。 そ こ で っ ぎに こ の 点 に つ い て 考 え て み る 。

　 D 学内演習

　 実 習 で 経 験 で き るか否 か に か か わ らず，基 本技 術 と

し て い くべ き技術 は あ る。た とえ ば患者の 状態に 合わ

せ て 確 実に タ イ ム リ
ー

に 行 な わ な けれ ば な らな い よ う

な技術 や，身体的侵襲の 大 きな技術 な ど は，実際 に 臨

床 の 場 で 患 者 に 提供 す る前 に モ デ ル や 健康な 人体で で

き る よ うに し て お くべ きで あ る。そ れ ら の 技術 は 実際

に 行 う と きに 患 者 へ の 倫 理 的 な 配慮 や 医 療 事 故 防 1ヒの

た め の 準備 を必要 と し，ま た 経験 の 機会の タ イ ミ ン グ

が っ か み に くい な どの 条件を伴 っ て い る。経験 にい た

る ま で の プ ロ セ ス は 複雑 で あ る が，条件を 整 え て い く

ス テ ッ プ に は教育的な 意味が含まれ て い て ，実際に経

験す る こ と の 意義 は 人 きい 。実習中 に 経験で き る よ う

に す るた め に も ， 以 ドは基 本的知 識 と技術の 習得項目

と して い きた い。

　 〔浣腸〕〔導尿〕〔腰椎穿刺〕 〔皮内注射〕〔皮下注射〕

〔筋 肉 内注 射 〕 〔輸 液 ポ ン プ の 使 用 〕 〔ガ ーゼ 交 換 〕 〔創

部消毒〕〔ガ ウ ン テ ク ニ
ッ ク の 実施〕 〔ネ ブ ラ イ ザ ー

〕

〔気 管 内吸 引〕 〔肺 理 学 療 法 〕 〔採 血 〕 〔ス ト レ ッ チ ャ
ー

移乗 ・移動の 介助〕

　身体の 清潔 に関連す る技術 は範囲が 広 い。限 られ た

演習時間の な か で ，例年 〔全 身清拭〕〔洗 髪〕 〔足 浴〕

を 優先的項目と して 演習 プ ロ グ ラ ム を組ん で い る。今

回の 調査 で は 〔手浴〕の 経験率が 約50％ で あ っ たが，

も っ と 身近 に 経験で き て よ い 技術 に 思 わ れ る。受 け 持
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ち患者 に そ の 必要 が あ っ た か ど うか は わ か ら な い が ，

演習 プ ロ グ ラ ム が実習 で の ケ ア技術 の 創 意工 夫 に 影響

を及 ぼ す こ と も考 え ら れ る。ま た，実習 中 に経験 す る

機会は少な くて も，排泄方法や食事摂取の バ リエ
ー

シ ョ

ン に っ い て は 在宅療養生活 を す る患者 の ニ ーズ の 高 さ

か らい っ て 知 っ て お く必要 は あ る だ ろ う。

　 2 ）実習指導

　系統的 な ア セ ス メ ン ト も，受 け 持 ち患 者 に そ の ア セ

ス メ ン トを必 要 とす る状態が あ る な らば抜 け落 ち る こ

と な い。しか し対象者 の 外見や 印象か ら問題が な い よ

うに み え る場合，そ れ で も 自覚 的 に 観 察 で きて い るか

ど うか が 問題で あ る。そ もそ も系統的 な ア セ ス メ ン ト

は人 の 全 体性 に 着目 して い る もの な の で，系統的 に み

る こ と で は じめ て 人 の 全体性 が み え る。4 年生 で は

《症 状 ・生 体機能管理 技術》 の 小項 目の うち経験率90

％ を超え る もの もあれ ば，50％ 程度 の 経 験率 の 項 目も

あ っ た 。 自覚的 に 観察 ・ア セ ス メ ン トを行 な うか ら こ

そ ス ク リーニ ン グの 意 義が あ る 。 観察
・

ア セ ス メ ン ト

は 身体的侵襲の 少 な い 技術 な の で も っ と経験率が 高 く

て もよ い の で は な い か 。50％ 程度 の 経験率だ っ た 項 目

は 〔視力，聴力障害の 程度 の ア セ ス メ ン ト〕〔運 動障

害の 程度の ア セ ス メ ン ト〕 な ど で あ る が ，項 目名 を 見

る限 り 「で きな か っ た 」 の で はな くて ，「しな か っ た」

だ け の よ う に も推測 さ れ る。これ らの 項 目 は，現 実 に

は見 落 とせ な い 項目の はず で あ る 。 「司じ意 味で 〔留置

カ テ
ー

テ ル 挿入中の 看護〕が あ る が ，経験 率 は約 60％

で あ っ た 。 留置 カ テ
ー

テ ル を 挿入 して い る 患 者 に 出会

え な い と い う状況 は あ ま り考え に く く，こ れ も意識的

に 見 る こ と が で きなか っ た の で は な い か と推測 され る 。

ど う して も患者の 存在が な くて は 経験で きない 技術が

あ る。
た と え ば リア ル な 創部で あ る 。 創部を 毎 日 開か

な い た め に 実際を 見 る 機会が な く，処置を す る機会 も

な く， ド レ ーン を挿 入 す る術 式 も少 な くな って い る な

ど経験 の 機会は少 な い が ，患者の 存在が あ っ て 可能 に

な る以 下 の 技 術 は 実 習 で 意 識 的 に 指 導 して い きた い 項

目で あ る。

〔呼吸音聴取〕〔CV 合併症 の 観察〕 〔ガ
ー

ゼ 交換〕 〔創

部消毒〕 〔排液の 観察 とア セ ス メ ン ト〕 〔ド レ
ー

ン 挿入

部位の ス キ ン ケ ア と 固定〕〔ド レ
ー

ン 挿入中の 患者 の

安全 ・安楽 の 確保〕 〔ドレ ーン 閉塞 予防〕

　通 常 の 実習 を して い る と 時間帯が 符合せ ず に 経験で

きな い技術 もあ る。た と えば 〔採血〕 や 睡眠 ・休息 の

介入 技術で あ る。 ひ と と お り の ア セ ス メ ン ト はで き て

も，具体的 に環境調整 の 介入 をす る の は 難 しい 。 そ う

した な か で 〔採 血 〕 は50％ の 経 験 率 で あった。総 合 実

習 で 経験す る機会を得 た こ とが 大きか っ た。学生 は総

合実 習 で は じめ て 夜勤実習を経験 し，病院で 夜を す ご

す患者 の リア リテ ィ に接す る機会 に な っ て い た。 技術

の 訓練 は繰 り返 し行 う こ と で 身 に っ く。実習で は 今後

もで き るか ぎ り機会を 見 っ け る 努力を 重 ね て い きた い 。

V ．結　論

　看護学実習 の 入 り口 と出 「1に相当す る 2年生 と 4年

生 の 技術経験 を調 査 し た こ とで，実習の 積み 重ね に よ

る技術経験 の 状況 が 具体的に 把握 で き た。看護技術 は

単 な るス キ ル で は な く，本来的に ク リ テ ィ カル シ ン キ

ン グや ア セ ス メ ン トを 含 む もの な の で あ るが
， 今回の

調査 で は技術経験の 有無に 特定 して 同答 して もら っ た 。

そ の た め 学生 の 認 知部分 を把 握 す る こ と はで きな か っ

たが，「行 われ た経 験 は本人 を 修 正 し， そ の 後 の 経験

の 質 に 影響 を 及ぼ す」 と い うJ．Dewey の 理 論や，何 か

を 知 る た め に は そ の 何 か に 向 か っ て 飛 び 込 み，行 為 す

る こ とに よ って の み初 め て 見え て くる とい うギ体的 ・

体験 的 な 理 解 の しか た か らみ れ ば，経験 の 意 義 は大 き

い と考 え る 。

1．2 年 生 の ほ ぼ 全 員 が経 験 で きた と回答 した技 術 は，

　　120項目中 4 項 目，項目名 は 〔バ イ タ ル サ イ ン ズ

　 　 測 定 〕 技 術 で あ っ た。〈 生 活 援 助 系 〉 技 術 は 項 日

　　 に よ って 経験率 の 差が あ った 。 経験率が 極端 に 低

　　か っ た 技術 は，指導的活動 に 関す る技術 と診療補

　　助的 な技術や 検査 に 関わ る 技術で あ っ た。

2 ．4 年生 の ほ ぼ 全員 が経験 した技術項目は ，125項

　　目中36項日で あ っ た。項目名 と し て は ほ とん ど の

　　く 生活援助系 〉 技術，〈 治療処 置系 〉 の 《生 体機

　　能管理 技術》　《感染防御技術》で あ っ た。指導的

　　活 動 に 関 す る技術 と生 体機能の 詳細 な観 察 とケ ァ

　　に 関す る 技術で も，半数以 上が 経 験 して お り，項

　　目数 も97項目で あ っ た 。 未経験の 技術 と して 14項

　　目が 残 り，そ れ らの 技術 は 通 常の 実習 方法で は経

　　験 す る こ と が 困難 な もの が 多か った 。
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VI．お わ り に

　今 回 の デ
ー

タ収 集 で は前 述 の 2 っ の 報 告書 を もと に

「看護技術 チ ェ ッ ク リス ト」 を 作成 した が，調 査結果

を見 る と通 常 の 実習で は経験す る こ とが 困難 な 看護技

術 が含 まれ て い る こ とが わ か っ た 。 そ こ に は治 療方法

や 実習環 境 の 影響 な ど が 考 え ら れ た が ，こ れ ら の 条件

は今後 ます ます変化 して い くこ とが 予測 され る 。 報告

書 で 示 さ れ た技術項 日や 水準を現実的 に 生か す う え で

も，こ れ らの 条件 に対 して 注意 を は らって い く必要が

あ る。
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